













































































































































































































































ここで語彙化を強調するのは，PNである ningunが出現する（21a）及び TPNである modo
alguno（裸の名詞句＋alguno）が出現する（22b）は容認されるのに対し，それと意味的等価でありう
る（21b）及び（22a）は容認されないからである。従って，本節ではenmodoalguno（及びdeningun
modo）を一つの語彙化された表現とみなし，PNとして振る舞うと言及するだけにとどめる。
以上の議論を要約すると，裸の名詞句及び後置されたalgunoもTPNとなるには，①量化的な意
味，②命題的な意味，の両方（どちらかの意味が強い場合には片方）が必要であるということになる。
4.総 括
本稿では，スペイン語のPNとTPNの差異を分析し，その特徴を見た。畢竟，PNは動詞の前に
置かれると否定極性を命題に与えること，TPNは否定環境を好む表現であること，がそれぞれ持つ
特徴であり，PNの中には統語的環境の違いにおいてTPNとなる場合とPNとなる場合とがある。
また，TPNは基本的に極限の意味を持つ表現であり，極限の向きは問わない。本稿で重視したのは
PNとして振る舞う語がTPNの機能も同時に持つ場合を厳密に区分けすることと，TPNは普遍的に
極限を表し量化的な意味を持つことである。今後，PNの対照研究などを含めた普遍的な否定語の分
（30）
析が期待される。
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